
 
 
 
 
 

今週は運動会特別日課！ 

 ここへきて、いくぶん秋の気配を感じられるようになってまいりましたが、日中は厳しい残暑

がまだまだ見られます。今年の夏は、観測史上最も暑い夏だったという気象庁の発表もありまし

た。 

さて、学校では１９日（火）から運動会の特別日課となり、テーマ「熱い心で 光らせよう！ 

七色の光！」を合言葉にして本格的な練習が始まりました。低学年・中学年・高学年ごとの表現

や競技練習、そして、全校児童を赤・白の２色に分けての活動もあります。異学年間の交流が図

られ、上級生が下級生に指導することにより、リーダーシップやフォローシップを学べるのでは

ないかと考えます。 

運動会は一生懸命走ったり、投げたり、表現したり、みんなで心を合わせて協力したりして盛

り上がり楽しい反面、がまんや忍耐も必要とされる場面もあります。その練習においては、子ど

もたちにとって大変な部分もありますが、それを乗り越える活動や取組が教科書にはない勉強と

なります。この行事を通して子どもたちが一段と大きく成長していくのではないかと思います。 

 

ちょっとだけ、運動会練習風景です  「色別集会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  各色、色リーダーの話の後、色別テーマを確認しました。６年生がリーダーシップを発 

 揮して、全校みんなの気持ちを盛り上げてくれました。 
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・校庭での練習も始まりました。（上写真） 

・熱中症対策として、教頭先生が移動式の 

 散水機を制作してくれました。（左写真）  

・暑さ指数を計測しながら、練習に取り組ん  

でいます。この日の暑さ指数は、29.4℃で

した。（右写真） 



児童会活動 「もくもく清掃」 
落合小学校児童会では、もくもくと集中して掃除ができるようにと、特に木曜日は意識して、

掃除に取り組んでいます。先週のお昼に、児童会本部から「もくもく清掃」の様子について、次

のような放送がありました。 

「昨日のもくもく清掃について、お知らせしたい学年が二つあります。一つ目の学

年は、１年生です。１年生は静かに掃除していたし、玄関掃除の人も細かいところ

までやっていて、とても素晴らしいかったです。二つ目の学年は、２年生です。２

年生は隅々まで素早く掃除をしていてさすがだと思いました。…後略…」 

 児童会の素敵な取り組みです。きっと、新しくなった校舎をこれからもきれいに

保っていけることでしょう。 

 

  秋の全国交通安全運動はじまる 

 ９月２０日（水）から秋の全国交通安全運動がはじまりまし

た。落合小学校でも例年にならい、３年生保護者の皆様にご協

力いいただき、学校職員とともに交通安全街頭指導を行い、交

通安全への注意喚起をしてまいります。ぜひ、ご家庭でも、お

子様と交通安全について話をする機会を設けてください。 

 

中秋の名月（十五夜）今年は９月２９日（金） 

秋の夜、澄んだ夜空に浮かぶ、名月を眺めてみるのはいかがでしょうか。 

  月にはいろいろな呼び名があるようです。 

十五夜・・芋をお供えするところから「芋名月」ともいわれる。 

十六夜・・「いざよい」。「いざよう」とは、「ためらう」という意味で、前
日の十五夜よりも遅くためらうように出てくるのため。 

 この他に、十七夜・立待月（たちまちづき）、十八夜・居待月（いまちづ
き）、十九夜・寝待月（ねまちづき）、二十夜・更待月（ふけまちづき）とい
う異名があります。「立って待っている月」、「座って」、「寝て」、「さら
に夜が更けて」となるのだそうです。９月２９日（金）晴れるといいですね。 

 お月見にはお供えをします。 

ススキ： 白い尾花が稲穂に似ている、魔除けになるという理由で供えるよう
になりました。 

月見団子： 丸い団子を月に見立て、感謝の気持ちを表わすそうです。団子の数は十五夜なら１５ 

     個。ピラミッドのように積んで供えます。 

農作物： 里芋、栗、枝豆など収穫されたばかりの農作物を供え、豊作に感謝していたようです。 

     中でも里芋を供えるのは一般的で、「中秋の名月」は「芋名月」の異名をもちます。 

 ９月２３日(土)秋分の日    秋彼岸   相思華（彼岸花） 

 国民の祝日に関する法律によると「先祖をうやまい、なくなった

人をしのぶ」。とあります。秋分の日は、春分の日と同じように、昼

と夜の長さがほぼ同じになります。秋分の日を中日として前後３日

間が秋彼岸です。墓参りなど先祖の霊を供養する行事が行われます。

家族のつながりについて考えてみる機会にもなりそうですね。 

  相思華は、彼岸花の異称です。彼岸花の葉は花が散った後に姿を見

せることから「葉は花を思い、花は葉を思う華」という名が付けられ

たそうです。花が咲き終わってから葉っぱが出てくる不思議ですね。（校庭の片隅にも咲いていました） 

この植物にあっては花と葉はすれ違い。同じ根から発しているにも 

かかわらず花と葉はお互いを見ることが出来ないのです。 

 

 


